




要約:極小未熟児の栄養管理と身体発育との関係を評価する目的で、当センターで管理し

た極小未熟児の身体発育状況(身長・体重・頭囲)について追跡した。さらに、身体発育の

catch up 状況を AFD(appropriate for dates)児および SFD(Small for dates)児にわけて

検討した。

AFD 児は、SFD 児に比して身体発育の catch upが早く、過半数が修正 6ヵ月までに catch up

した。

頭囲発育については、AFD、SFD 児ともに体重、身長よりも早く catch up する傾向にあっ

た。

AFD 児においては、修正 40 週の頭囲がその後の身体発育を推測できる可能性を示唆した。


